
Ｒ７ 高山市立日枝中学校
研究のあゆみ



生徒に育成したい資質・能力

『自ら探究する力』
◎自分の取組を客観的に評価し、修正・改善しながら課題解決に
向かう力【自己評価・自己調整】
◎周りに合わせるのではなく、自分の思いや考えをもち願いに
向かって粘り強く取り組む力【自己実現】

ICC
～自主性 創造性 協同性～



これまでのあゆみ

「主体的に学習に取り組む態度」はどのようにして評価し
たらよいのか？Ｒ５

Ｒ６ 生徒が自ずと自己評価と自己調整を繰り返し、学ぶことが
できるようにするには、どのような指導をしたらよいのか？

「指導と評価の一体化」リーディング・スクール
としてのあゆみ



これまでのあゆみ

「主体的に学習に取り組む態度」は
どのようにして評価したらよいのか？

Ｒ５

生徒と「主体的に学習に取り組む態度」の在り方を共有し、
生徒に自身の学習の在り方を意識させる

自己調整した姿を価値づける



これまでのあゆみ

生徒が自ずと自己評価と自己調整を
繰り返し、学ぶことができるようにするには、
どのような指導をしたらよいのか？

Ｒ６

自己評価
と

自己調整

①導入インパクト
→学ぶ必然性が生まれる導入

②課題の在り方
→考えることが明確な課題

③探究の場の設定
→生徒に学びを委ねる場の設定



２年間の取組で得た「気付き」

「主体的に学習に取り組む態度」とは、一生懸命さがあれば
何でもいいというわけではない。

↓

課題意識をもって自分の学びを調整したり、
粘り強く取り組んだりする姿

①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

“生徒に学びを委ねる”



新たな課題

生徒に委ねっぱなしになってはいないか？

④自らの探究の成果を実感できる評価

（1）教師が的確に生徒の学びを見届け評価するためには
どうしたらよいか？

（２）生徒が自らの探究の成果を実感できるようにするには
どうしたらよいか？



実践事例

①７月 ３年生理科

「化学変化とイオン」
①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価
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①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価
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①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例① 理科「化学変化とイオン」

“Before” として
学習前の考えを記述

探究マップ

“During”として
自身の考えの変容を記述

“After”として、
最終的な自身の考えを記述

探究の足跡を
“見える化”



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例① 理科「化学変化とイオン」

探究マップ

単元の導入
『“死の川”と呼ばれる 吾妻川に白い
液体を入れるのはなぜだろう？』



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例① 理科「化学変化とイオン」

単元を貫く課題
『“死の川”と呼ばれる 吾妻川に白い
液体を入れるのはなぜだろう？』

毎時間課題に立ち返る



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例① 理科「化学変化とイオン」

貫いた課題の設定
↓

知識が増え、生徒に
『こうすればわかりそう！』
『あれはどうなる？』

が生じる
↓

教師が生徒の考えを掴み、
アドバイスしたり根拠を
問いかけたりする

深い学び



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例① 理科「化学変化とイオン」

【単元末】実際の吾妻川の水を提示
↓

『今までの疑問に思っていたことを
検証したい！！！』

・実験で行った中和は、中性にするのが
難しかった。本当に吾妻川は、「中性」に
なっているのだろうか？
・そもそも魚は中性（ｐH７）でしか生きら
れないのだろうか？

今までの知識を活用して検証



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価 学びの蓄積

探究マップ

ゴールの考え

スタートの考え 探究の足跡を
“見える化”

実践事例② 国語「人間のきずな ～ヒューマノイド～」



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

単元の導入
⇒作者の考えるこの作品の

「おもしろさ（魅力）」とは何なのだろう？

伊坂さんが教科書のために

書き下ろした作品 “驚き” “興味”

どんな作品の工夫があるのだろう？

“疑問”

実践事例② 国語「人間のきずな ～ヒューマノイド～」



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

毎時間課題に立ち返る

実践事例② 国語「人間のきずな ～ヒューマノイド～」

単元を貫く課題
⇒作者の考えるこの作品の

「おもしろさ（魅力）」とは何なのだろう？

内容把握の学習
登場人物の言動の意味を

考える学習



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例② 国語「人間のきずな ～ヒューマノイド～」

【単元末】
ある生徒の考える「おもしろさ」をピックアップ

↓
『自分の考えと比べ、「おもしろさ」に対する自分の考えを

広げたり深めたりしよう。』

対話１．５往復
～について、自分はこう考えたんだけど、どうかな？

なんでそう考えたの？

確認

根拠
それは、この前の授業で勉強した○○を使って考えて
いて、たとえば… 具体



①導入インパクト

②課題の在り方

③探究の場の設定

④自らの探究の成果を
実感できる評価

実践事例② 国語「人間のきずな ～ヒューマノイド～」

【対話のポイント】
①自分の考えと比べる。
②立場を明らかにする。
③根拠を示す。

・伏線を回収しているところがおもしろさなんじゃ
ない？（①）例えば・・・（③）
・私もそう思う。（②）現在と過去を行き来してい
るから、伏線がより際立つんじゃないかな。（①）
・他の見方もあると思って、（②）現在と過去の行
き来によって、主人公の成長も感じられるように
なっているんじゃない？（①）

対話のポイントをもとに深め広げる



リーディング・スクールとして取り組んだ成果

生徒に委ねっぱなしになってはいないか？

① “単元全体”を見通した課題設定を行うことにより、
教師は単位時間ごとにつかませたい事項を明らかにし
て指導をすることができた。

②生徒の学びの足跡を“見える化”することにより、教師は
   生徒の学習状況を把握し、指導改善を行うことができた。



各教科における評価の在り方

数学では・・・
理科や国語のような単元を貫
く課題を設定することの難しさ

↓
・単位時間に生徒に掴ませた
  いことを明確にした評価問題
  の設定
・対話の視点を明らかにした
  言語活動の設定



３年間を振り返って

「主体的に学習に取り組む態度」はどのようにして評価したらよいのか？Ｒ５

Ｒ６ 生徒が自ずと自己評価と自己調整を繰り返し、学ぶことができる

ようにするには、どのような指導をしたらよいのか？

Ｒ７ 生徒に委ねっぱなしになってはいないか？

評価
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